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１ 目的 

 東日本大震災の際、治水に関わる神を祀る神社の多く

が津波被害を免れており¹⁾、浸水頻度の高い集落におい

ては神社が集落を洪水から守る位置に設けられている可

能性が指摘されている²⁾。また、大町および小野らは名取

川水系における神社空間の洪水氾濫リスクの解析を試み、

多くの神社が災害に強い立地特性をもつことを明らかに

した 3)。一方で，水災害に強い立地特性でない神社も存在

することが明らかとなった。 

 そこで、本研究では、大町および小野らの研究におい

て水災害に強い立地特性でなかった神社を対象に現地調

査・文献調査を行い、水災害における神社の立地特性に

ついて考察した。 

２ 方法 

 本研究の対象は、大町および小野らの研究において水

災害に強い立地特性でなかった、諏訪神社（青葉区）、多

賀神社、生出森八幡神社、日吉神社、七郷神社、姥神社、

四社宮、諏訪神社（太白区）の８つとした。各神社の位置

を図１に示す。 

 文献調査においては、国土地理院地図の治水地形分類

図を用いて神社や周辺地域の土地利用を調べるとともに、

宮城県神社庁 HP を用いて各神社の由緒（設立年や設立

の経緯など）を調べた。 

 現地調査においては、過去の水災害における神社およ

び周辺地域の被害状況を聞き取るとともに、神社の土地

や神社のかさ上げの高さを測定した。 

３ 分析結果・考察 

聞き取り調査を行ったすべての神社で、水災害で被害

を受けたと答えた神社はほぼなかった（東日本大震災に

おいて津波の被害を受けた日吉神社を除く）。そのためか、

水災害対策としてかさ上げをしたという記録もなかった。

その理由として考えられるのは以下の二つの結果である。 

１）神社の立地条件 

表１に、治水地形分類図による神社の地形分類を示す。

水害脆弱地に位置する神社の地形は、次の四つに大きく

分類できることが分かった。なお、傍線が引かれた２社

については、治水地形分類図で未調査区域とされていた

ため、現地調査をもとに分類した。氾濫平野に位置する

多賀神社を除いて、他の神社は周辺より標高が高く洪水

被害を避けられる立地特性を有していることが分かった。 

 図２に氾濫平野に位置する多賀神社周辺の標高図を示

す。段丘面上にある天沼から流れ出た沢の堆積作用によ

る微高地に神社が位置しており、多賀神社においても周

辺空間より比較的安全な立地特性に神社が建立されたと

キーワード 神社空間、洪水、立地特性、かさ上げ 

連絡先 〒984-0052 宮城県仙台市若林区連坊 1 丁目 4 番 1 号 

図１ 浸水リスクの高い神社の立地 

表１ 治水地形分類図による神社の地形分類 

神社 地形分類

諏訪神社（青葉区） 山地

多賀神社 氾濫平野

生出森八幡神社 段丘崖

日吉神社 微高地（砂丘）

七郷神社 微高地（自然堤防）

姥神社 微高地（自然堤防）

四社宮 段丘面

諏訪神社（太白区） 微高地（自然堤防）
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考えられた。総じて、洪水氾濫リスク解析において水災

害に強い立地特性でなかった神社は，周辺空間より安全

な立地特性を有していることが確認された。 

２）周辺空間との高低差および神社本殿のかさ上げ 

 図３に周辺空間との高低差および神社本殿のかさ上げ

の高さを示す。なお、諏訪神社（青葉区）は山地に位置し

高低差が測定不能だったため考慮しなかった。 

周辺空間との高低差は、特に多賀神社、生出森八幡神

社、諏訪神社（太白区）で大きな差が認められた。これら

の神社は上述した多賀神社と同じく微高地に神社が位置

もしくは隣接しており、周辺空間より安全な立地特性に

準ずるよう地盤がかさ上げされた可能性が推察された

（図 2 および図 4）。 

神社本殿のかさ上げは、姥神社で 1m 以上のかさ上げ

が認められた。姥神社は先と同様に微高地に神社が隣接

しており、一方で多賀神社、生出森八幡神社、諏訪神社

（太白区）に比べて神社本殿のみの小規模の神社である

ため、周辺空間より安全な立地特性に準ずるよう神社本

殿がかさ上げされた可能性が推察された。 

周辺空間との高低差と神社本殿のかさ上げを総じた高

低差は、上述した多賀神社、生出森八幡神社、諏訪神社

（太白区）、姥神社にて 1m 以上となった。総じて、洪水

氾濫リスク解析において水災害に強い立地特性でなかっ

た神社は，周辺空間より安全な立地特性に準ずるよう建

立された可能性が推察された。 

４ まとめ 

水災害に強い立地特性でなかった神社においても、建

立地の選択やかさ上げにより、周辺よりも安全な立地特

性を獲得していたことが明らかになった。また、浸水時

の避難場所になりうる大規模な神社では地盤がかさ上げ

されており、これは「浸水頻度の高い集落においては神

社が集落を洪水から守る位置に設けられている」という

服部らの仮説 2)を支持する結果が得られたと考える。 
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図３ 周辺空間との高低差および神社本殿のかさ上げ 

図２ 多賀神社周辺の標高図 

図４ 諏訪神社（太白区）周辺の標高図 

土木学会東北支部技術研究発表会（令和2年度）土木学会東北支部技術研究発表会（令和2年度）


